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水素分子の振動・回転状態を考慮した	

衝突輻射モデルおよび中性粒子輸送コード	
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	 分子活性化再結合(MAR)など、プラズマ中の水素分子の各種反応の速度係数は、分

子の振動・回転状態に大きく依存する。このため、我々は水素分子の電子・振動・回

転状態の計4133準位を区別した水素分子衝突輻射モデルを構築した[1]。電子基底状

態については、MAR(P1-P3,P4-P7)を含む表１の反応が考慮されている。	

	 我々は、DEMO非接触ダイバータプラズマを想定し、Te	=	TH+	=	TH	=	2	eV,	TH2	=	1	eV,	

ne	=	nH2	=	10
16	cm-3,	nH	=	10

15	cm-3	をモデルに与え、このプラズマに水素分子が入射し

た場合について電子・振動・回転状態のポピュレーションの時間変化を計算して、各

種反応の実効的速度係数を計算した[1]。今回さらに、プラズマ中の各種粒子の、水

素分子との衝突によるエネルギー損失を計算した。	 	

	 図１は振動・回転ポピュレーションの時間変化から計算された、下表中の各種反応

のエネルギー損失速度係数を表す。電子衝突による分子の振動・回転励起が支配的で

あることがわかる。	

	 我々はこの水素分子衝突輻射モデルを組み込んだ中性粒子輸送コードの開発も進

めている。図２および図３は、LHDの中性粒子輸送コードでの計算例である。研究会

では水素分子衝突輻射モデルおよび中性粒子輸送コードの詳細について報告する。	
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図２		LHD中性粒子輸送コードでの計算例	 	 	 	 	 	 図３		図２の中央の水平線上の各種密度分布	

[1]	K.	Sawada	and	M.	Goto,	Atoms,	4,	29	(2016).	
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